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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 11,282 ― 928 ― 1,034 ― 1,048 ―

2021年3月期第3四半期 12,711 17.9 1,018 80.5 1,104 66.9 643 43.0

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　937百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　1,210百万円 （182.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 270.48 ―

2021年3月期第3四半期 158.37 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 19,822 13,590 68.6

2021年3月期 19,666 12,935 65.8

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 13,590百万円 2021年3月期 12,935百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 25.00 ― 40.00 65.00

2022年3月期 ― 25.00 ―

2022年3月期（予想） 30.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,400 ― 820 ― 930 ― 950 ― 245.00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の連結業績予想は
当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 4,623,000 株 2021年3月期 4,623,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 781,018 株 2021年3月期 767,935 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 3,877,559 株 2021年3月期3Q 4,061,866 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や製造業が持ち直しの傾向にあり、また個人消費につい

ても回復の兆しがみられたものの、新型コロナウイルス感染症の再拡大や新たな変異株による感染拡大への懸念な

どに加え、原材料価格や輸送費等の高騰により、依然として景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループにおいては、前期の巣ごもり消費による需要増の反動減に加え、夏季の天

候不順の影響が大きく、当第３四半期連結累計期間の売上高は112億８千２百万円（前年同四半期は127億１千１百

万円）となりました。

　利益面につきましては、売上高が減少したこと及び原材料価格の高騰の影響等により、営業利益は９億２千８百

万円（前年同四半期は10億１千８百万円）、経常利益は10億３千４百万円（前年同四半期は11億４百万円）となり

ました。また、特別損益において、当社の遊休資産売却による固定資産売却益１億１千３百万円及び保有株式売却

による投資有価証券売却益１千７百万円を計上したこと、グループ子会社における減損損失計上額が１億６千１百

万円減少したことに加え、税金費用において、繰延税金資産の回収可能性について当社の分類の見直しを行ったこ

とにより、法人税等調整額が２億２千４百万円減少し、親会社株主に帰属する四半期純利益は、10億４千８百万円

（前年同四半期は６億４千３百万円）となりました。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用しております。そのため、当第３四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、前第３四半

期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

　詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」に記載のとおりであります。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　当事業では、主に家庭塗料の売上が前期の新型コロナウイルス感染症の影響による需要増の反動減により、売上

高は64億７千６百万円（前年同四半期は71億３千２百万円）、セグメント利益は６億４千７百万円（前年同四半期

は７億４千万円）となりました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業においても、前期の需要増の反動の影響を受け、売上高は47億４千５百万円（前年同四半期は55億２千１

百万円）、セグメント利益は２億５千５百万円（前年同四半期は２億５千５百万円）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、売上高は８千９百万円（前年同四半期は８千９百万円）、セグメント利益は２千６百万円（前

年同四半期は２千４百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は198億２千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５千

６百万円増加いたしました。これは主に現金及び預金の減少１億２千１百万円、受取手形及び売掛金の増加３億９

千１百万円、電子記録債権の増加２億２百万円、有価証券の増加１億９千９百万円、商品及び製品の減少２億７千

９百万円、流動資産その他の増加２億９千８百万円、有形固定資産の減少１億９千５百万円、投資有価証券の減少

３億７千８百万円によるものです。

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は62億３千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億９千８

百万円減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金の減少２億５千３百万円、未払法人税等の増加２億２千

２百万円、引当金の減少１億４千８百万円、固定負債その他の減少２億９千７百万円によるものです。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は135億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ６億５千４

百万円増加いたしました。これは主に利益剰余金の増加７億９千６百万円、その他有価証券評価差額金の減少１億

１千６百万円によるものです。この結果、自己資本比率は68.6％（前連結会計年度末は65.8％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2022年２月９日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,550,875 3,429,264

受取手形及び売掛金 2,841,764 3,232,931

電子記録債権 586,698 788,902

有価証券 100,692 300,033

商品及び製品 2,370,541 2,091,071

仕掛品 18,654 18,918

原材料及び貯蔵品 196,615 242,430

その他 103,052 401,679

貸倒引当金 △16,449 △12,548

流動資産合計 9,752,445 10,492,683

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,383,009 2,338,187

土地 3,453,752 3,378,253

その他（純額） 534,249 458,900

有形固定資産合計 6,371,011 6,175,341

無形固定資産 249,268 243,233

投資その他の資産

投資有価証券 2,875,026 2,496,531

その他 439,135 434,941

貸倒引当金 △19,965 △19,790

投資その他の資産合計 3,294,197 2,911,682

固定資産合計 9,914,477 9,330,258

資産合計 19,666,922 19,822,941

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,270,521 1,016,531

電子記録債務 227,723 248,438

短期借入金 580,000 560,000

１年内返済予定の長期借入金 100,000 －

１年内償還予定の社債 500,000 500,000

未払法人税等 61,536 284,409

引当金 265,243 117,082

その他 609,175 665,379

流動負債合計 3,614,200 3,391,842

固定負債

社債 1,500,000 1,500,000

長期借入金 100,000 200,000

役員退職慰労引当金 80,238 7,084

退職給付に係る負債 839,707 834,147

その他 596,964 299,407

固定負債合計 3,116,911 2,840,640

負債合計 6,731,111 6,232,482

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱アサヒペン（4623）
2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,166,534 4,171,826

利益剰余金 3,062,983 3,859,969

自己株式 △1,350,376 △1,386,305

株主資本合計 11,748,159 12,514,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,194,416 1,077,488

退職給付に係る調整累計額 △6,765 △1,537

その他の包括利益累計額合計 1,187,651 1,075,950

純資産合計 12,935,811 13,590,459

負債純資産合計 19,666,922 19,822,941
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 12,711,200 11,282,513

売上原価 8,200,251 7,149,859

売上総利益 4,510,948 4,132,653

販売費及び一般管理費 3,492,234 3,203,922

営業利益 1,018,713 928,731

営業外収益

受取利息 33,477 28,422

受取配当金 43,449 48,654

受取地代家賃 52,781 52,475

その他 24,115 24,680

営業外収益合計 153,824 154,233

営業外費用

支払利息 6,188 6,173

その他 62,063 42,094

営業外費用合計 68,252 48,267

経常利益 1,104,285 1,034,696

特別利益

固定資産売却益 － 113,133

投資有価証券売却益 － 17,821

特別利益合計 － 130,954

特別損失

減損損失 163,043 1,879

特別損失合計 163,043 1,879

税金等調整前四半期純利益 941,241 1,163,770

法人税、住民税及び事業税 299,716 340,862

法人税等調整額 △1,744 △225,911

法人税等合計 297,972 114,950

四半期純利益 643,269 1,048,820

親会社株主に帰属する四半期純利益 643,269 1,048,820

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 643,269 1,048,820

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 564,357 △116,928

退職給付に係る調整額 2,828 5,227

その他の包括利益合計 567,186 △111,701

四半期包括利益 1,210,456 937,119

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,210,456 937,119

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年６月29日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬としての自己株式50,642株の処分を行

っております。また、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく、2021年

11月15日の取締役会の決議に基づき、自己株式63,200株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間

において、資本剰余金が5,292千円増加し、自己株式が35,928千円増加したこと等により、当第３四半期連結会計期

間末において自己株式が1,386,305千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、返品と見込まれる製品又は商品の対価を除いた金額で収益を認識しています。

　さらに、返品と見込まれる製品又は商品については返金負債を認識し、返金負債の決済時に顧客から製品又は商

品を回収する権利について返品資産を認識しています。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより、その他有価証券のうち市

場価格のある株式については、従来、期末決算日前１ヶ月の市場価格の平均に基づく時価法を採用しておりました

が、第１四半期連結会計期間より、期末決算日の市場価格に基づく時価法に変更しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表において、投資有価証券が

9,485千円、繰延税金負債が2,900千円、その他有価証券評価差額金が6,584千円それぞれ増加しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,100,390 5,521,263 12,621,653 89,547 12,711,200

セグメント間の内部売上高又は

振替高
31,948 － 31,948 － 31,948

計 7,132,338 5,521,263 12,653,601 89,547 12,743,148

セグメント利益 740,996 255,585 996,582 24,434 1,021,016

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 996,582

「その他」の区分の利益 24,434

セグメント間取引消去 △2,302

四半期連結損益計算書の営業利益 1,018,714

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 6,447,868 4,745,607 11,193,475 10,963 11,204,439

その他の収益 － － － 78,073 78,073

外部顧客への売上高 6,447,868 4,745,607 11,193,475 89,037 11,282,513

セグメント間の内部売上高又は

振替高
28,320 － 28,320 － 28,320

計 6,476,189 4,745,607 11,221,796 89,037 11,310,834

セグメント利益 647,307 255,726 903,034 26,513 929,548

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　報告セグメントに配分されていない減損損失は163,043千円であり、その内訳は、建物附属設備2,389千

円、土地160,654千円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を

含んでおります。
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（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント系 903,034

「その他」の区分の利益 26,513

セグメント間取引消去 △816

四半期連結損益計算書の営業利益 928,731

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　報告セグメントに配分されていない減損損失は1,879千円であります。

４.報告セグメントの変更等に関する事項

　会社方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

　なお、当該変更による影響は軽微であります。
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